
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年９月 南魚沼市議会定例会 
一般質問順位表 

質問順位 議席番号 質  問  者 日程 

1 8 永  井  拓  三 

１０日 

（月） 

2 10 塩  川  裕  紀 

3 5 中  沢  道  夫 

4 2 梅  沢  道  男 

5 4 吉  田  光  利 

6 16 中  沢  一  博 

１１日 

（火） 

7 13 岡  村  雅  夫 

8 6 田  中 せ つ 子 

9 22 阿  部  久  夫 

10 21 牧  野     晶 

11 3 目  黒  哲  也 

12 14 佐  藤     剛 

１２日 

（水） 

13 7 勝  又  貞  夫 

14 12 鈴  木     一 

15 9 桑  原  圭  美 

16 15 寺  口  友  彦 

計  １６名 



 

 

 

 

 

 

【質問方式】（いずれも質問制限時間（答弁時間を含まない。）は 30 分）  

 

一括質問一括答弁方式：  全質問項目を一括して行い、答弁も一括して行う。 

（初回は登壇して行い、質問回数は３回まで。）  

一問一答方式：  質問及び答弁を一問ずつ行う。（ただし初回の質問

は、登壇して最初の質問項目のみをまとめて行う。

質問回数に制限なし）  

複合型一問一答方式：  一問一答方式において、質問大項目の最初の質問

はまとめて行い、以降は一問ずつ行う。  



－1－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１ 
 

南魚沼市の地方創生について 

 

地方創生という言葉が世に現れてから数年が経ち、地方自治体

はそれぞれアイディアを出し、地方の再生に向けて計画を実行し

てきた。南魚沼市に関しても同様に、様々な施策を行ってきた。

今後の計画や成果について以下のとおり質問をする。 

 

（１）ふるさと納税を効率的に利用し、さらなる市の発展をどのよ

うに見込んでいるか。 

 

（２）南魚沼市は 2020 年に答申が示される「圏域」の法制化につい

てどのように対応するか。 

 

（３）今後 10 年で変わる社会構造をどのように予想し対応策を考え

ているか。 

 

  

議 席 

８  

永

井

拓

三 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－2－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

２ 
 

  統合「おおまき小学校」のバス通学について 

 

平成 31 年４月に五日町小学校と大巻小学校が統合し、「おおま

き小学校」が新設開校する。現在、児童は登校班で徒歩登下校し

ているが統合後、登校距離が延びる。統合協議会の通学部会でスク

ールバス運行計画が協議されているところであるが、シーズンに

かかわらず、児童の身の安全が確保されなければならない。  

そこで、市のスクールバス運行基準はあるが、柔軟なスクール

バス運行が必要と考える。市長の見解を伺う。 

 

 

 

議 席 

１０  

塩

川

裕

紀 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－3－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

３ 
 

１ 統一基準による財務書類の活用について伺う 

 

（１）統一基準による財務書類が公表され市の財政状況がより分か

りやすくなった。これを市の財政運営に大いに活かしていく事

が必要で、大変厳しい数字だと思うが、市長はどのように受け

止めているかまず伺う。 

 

（２）普段から活用することは重要だが、決算に合わせて提出する

ことは出来ないか。これまでは損益計算書しかなかった所に、

貸借対照表が出せるようになったわけで、決算審査に威力を発

揮すると思うが如何か。 

 

 

２ 水道事業にコンセッションの導入を考えているのか伺う 

 

今議会で下水道へのコンセッション方式導入のための、調査委

託料の補正予算が承認されたが、水道事業にも今後取り入れてい

く考えなのか伺う。 

 

 

議 席 

５  

中

沢

道

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－4－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

４ 
 

１ 広島市の平和祈念式典への子ども達の派遣事業の実施について 

 

中学生の海外派遣事業に加え、広島市の平和祈念式典への派遣

事業の実施についても前向きに検討すべきと考えるが、考えを伺

う。 

 

 ２ 教職員の多忙化解消に向けた取組について 

 

（１）今後の教職員の多忙化解消に向けた取組を進めるためにも、

タイムレコーダーの導入等の客観的データの整備が必要と思う

が、教育委員会の考えを伺う。 

 （２）スポーツ庁が示した、中学校の部活動のガイドラインに対す

る南魚沼市の現状の取組や今後の方針等があれば伺う。 

（３）文部科学省の進める部活指導員の効果や問題点等についての

考えを伺う。 

（４）教職員の多忙化解消を推進するには、保護者の理解が不可欠

と思うが、そのための取組方針等があれば伺う。 

 

 ３ サル被害対策について 

 

（１）サルの個体管理へのＧＰＳ導入に対する南魚沼市の考えにつ

いて伺う。 

 （２）被害防除のため、国補助事業により設置した電気柵の維持管

理期間は８年となっており、消耗部品の更新に多額の経費が必

要になる。これらの更新に係る経費に対する補助制度を設ける

べきと考えるが、考えを伺う。 

（３）サル被害に対する問題意識の共有化を進めるため、専門家に

よる講習会等の開催回数や開催地域を増やすなどの対策が急務

と考える。また、電気柵の補助事業の内容についても、周知が

進んでいない現状があるが、今後の方針について伺う。 

（４）南魚沼市のサル被害対策も多岐にわたり、現状の人員配置で

は厳しい状況にあると思われる。人員体制の強化について検討

すべきと考えるが、考えを伺う。 

議 席 

２  

梅

沢

道

男 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－5－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

５ 
 

１ 雇用確保について 

 

   ハローワーク南魚沼本所の直近データによると、有効求人倍率

は 2.72 倍で県内１位となっている。仕事があることは大変喜ばし

いことであるが、事業主においては事業存続にかかわる厳しい現

実にある。それぞれの立場の人が一人でも多く、一時間でも長く

働くことが、本人、事業主、市にとって豊かになる幸せのサイク

ルであり、それには官民一体の雇用確保の取組が必要と考える。

以上を踏まえ林市政の所見を伺う。 

 

 （１）新卒雇用に向けたハローワーク・企業・学校・市の連携に新

たな計画はどうか。 

 （２）「ユースエール認定制度」の積極的推進が必要と思うがどう 

か。 

 （３）保育所・学童の受入条件に、保護者の就業状況をきめ細かく

反映することが必要と思うがどうか。 

 （４）「高齢者」「障がい者」の雇用促進が、より必要と考えるがど

うか。 

 （５）予想される外国人労働者の受入拡大に伴い、環境整備とリス

クをどう考えるか。 

 

 ２ サル被害対策について 

 

   市として森林に生息する動物と共生と保護の下、被害対策に具

体的に取り組んでいることは理解しているが、対策を踏まえ林市

政の所見を伺う。 

   

 （１）森林との緩衝帯整備及び電気柵の船ケ沢新田方式、テレメト

リー発信機、レーザーによる追い払い等々、具体的対策の成果

と課題にどう取り組むか。 

 （２）2024 年度に創設される森林環境税による森林整備は、森林生

態系の維持と保全、有効的なサル被害対策につながると考える

がどうか。 

 

議 席 

４  

 
 

 
 

吉

田

光

利 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－6－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

６ 
 

 １ 中小企業の強化支援策について 

 

今後 10 年間で、団塊世代をはじめ、多くの中小企業経営者が引

退平均年齢の 70 歳を越える。既に、黒字経営にもかかわらず、後

継者がいないため廃業に追い込まれる企業が増え始めており、こ

れが続けば南魚沼市の経済にとって大きな打撃となる。  

人手不足や資金繰り、生産性向上への設備投資、業務改善に向

けた取組など、さまざまな課題を抱えている経営者も少なくない。

そこで具体策を伺う。 

 

 （１）当市における中小企業の後継者不足の対策強化について 

 

 （２）中小企業の新規設備投資の実態は。支援策は。 

 

 （３）中小企業の経営相談窓口の拡充について 

 

 

 ２ 子どもを守る環境づくりについて 

 

   ツイッターやＬＩＮＥなどＳＮＳは、インターネットを通じた

コミュニケーションの道具として、私たちの暮らしに浸透してい

る。 

   一方、ＳＮＳが犯罪に悪用され、利用者が事件に巻き込まれる

ケースも多い。とりわけ、情報の判断力に乏しい子どもを狙った

犯罪が後を絶たない現状は憂慮すべき事態である。当市の対策を

伺う。 

 

 （１）子どものネット利用の実態と対策について 

 

 （２）ＳＮＳを活用した心のケアについて 

 

 （３）登下校の荷物を軽くする取組について 

議 席 

１６  

中

沢

一

博 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－7－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

７ 
 

 １ 新ゴミ処理施設建設地の見直しを 

 

   12 月 26 日、２市１町の首長は、国際大学用地内を建設予定地

とすることで合意した。１月 26 日、国際大学からおおむねの内諾

を得て、２月 15 日、周辺集落の区長に対し説明会をやり、３月

12 日から６月７日まで周辺集落等への説明会が行われた。 

   ６月 21 日、市長に「国際大学用地内のゴミ焼却場建設反対につ

いての請願」が提出された。449 人の署名を添えての請願だ。 

   ８月 21 日、大和地区の議員で議長への請願を協議し、８月 29

日、地元の意見聴取に出向いた。参加者は 43 人だった。 

 

（１）請願の趣旨からして、説明して同意をいただけると考えてい

るのか。  

（２）なぜ、国際大学用地内なのか。選定の経過を伺う。 

（３）他の建設地を考えなければならない事態と理解するが所見を

伺う。 

（４）ゴミ政策の議論が足りない。建設が主になってるが所見を伺

う。 

 

 ２ （一社）南魚沼市まちづくり推進機構（ＭＭＤＯ）の顛末につ

いて 

 

   第１回総会で平成 29 年度決算が、会計監査が適正と認められな

いまま上程され、決算認定が保留された。 

   総会後、各種規定等を整備し、決算書の修正がなされ、理事決

裁の追認が行われた。内容は、科目の移動と不適切な支出 100,099

円の返還を求めるものだ。 

 

（１）事件の認識を伺う。  

（２）市肝いりの推進法人が、１年で予期しない事態になった反省

点を伺う。 

（３）委託事業費について費用に見合った成果が認められたか伺う。 

（４）平成 29、30 年度の各委託費が、全く同じで効果を望めると考

えているか。 

議 席 

１３  

岡

村

雅

夫 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－8－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

８ 
 

 １ 地方創生に繋げるための観光戦略について 

 

   一年後のＪＲ大型観光企画「デスティネーションキャンペーン」

に向け、県内でも誘客につなげる取組が始まっている。新幹線「浦

佐駅」を最大限に活用するチャンスを逃さず、地域の伝統と文化

を堪能してもらい、交流人口拡大につなげる積極的かつ新たな総

合的観光戦略が必要と考える。 

 

（１）市は合併して 10 年が過ぎたが、南魚沼市観光協会の元には８

つの地域ごとの観光協会があり、個々に独自の運営形態となっ

ている。組織の一体的見直しはできないか。  

 （２）ＪＲ浦佐駅構内に設置する観光拠点情報・交流施設を市内全

体の誘客にどう繋ぐのか。  

 （３）大型バスで市内観光地を通り過ぎるだけの観光ではなく、Ｊ

Ｒを利用する小グループや家族、近年増えている一人旅や運転

しない高齢者をターゲットに、半日ずつのコース設定で湯沢に

あった「こころ号」のような有料バスや貸切タクシー・乗合タ

クシー等で、市内全域を堪能して宿泊してもらう取組を考えら

れないか。  

 

 ２ 第３次男女共同参画基本計画平成 29 年度推進計画の評価と平

成 30 年度推進計画目標について 

 

   国会では本年５月 16 日に「政治分野における男女共同参画の推

進に関する法律」が参議院本会議で全会一致で可決・成立し、国

や地方公共団体は実態調査、啓発活動、環境整備、人材育成が規

定され、今まで以上の取組強化が必要と考える。 

 

（１）女子力観光プロモーションチームの取組支援について、評価

がＤでその理由が空白であり、平成 30 年度計画（目標）も空白

なのはなぜか。 

 （２）商工観光課が担当する「女性活躍推進計画」に関連する評価

はＣが多い。働き易い職場労働環境を推進するために、企画政策

課が担当する「新潟県ハッピーパートナー企業」登録を連携して

進める考えはないか。 

 （３）市民の参画機会の創出の評価はＣである。今後、市政懇談会

への女性参加をより進めるためにどう取り組むか。 

議 席 

６  

田

中

せ

つ

子 

（
一
問
一
答
方
式
） 



－9－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

９ 
 

防災・災害対策について 

 

近年では異常気象により西日本各地が豪雨に見舞われ、多くの

方が亡くなり、テレビ報道では被災地の水害や土砂災害の映像が

伝えられた。誠に悲惨な状況に言葉もない。被災地の皆様にお見

舞いと亡くなられた方のご冥福をお祈りする。 

地球環境の悪化が予想され、災害はいつどこで何が起こっても

不思議ではなく、他人事ではなくなっている。 

これからの災害対策は行政のみならず、市民と一体となった防

災・災害対応の仕組み作りが求められていると思う。 

そこで、防災・災害対策等について質問する。 

（１）一級河川の整備は進んでいると思うが、中小河川の整備が進

んでいないと思う。どのような対策を検討しているか伺う。  

（２）土砂災害警戒情報などが発令された場合、災害規模によって

は担当課だけでは対応は無理だと思うが、どのような職員体制

で臨むのか伺う。  

（３）市民の対応として、日常的に防災・災害を意識づけることが

大事ではないか。市が作っているハザードマップの全戸配布な

ど、防災教育に一層の努力が必要と考える。市の方針を伺う。  

（４）防災教育は大人に限らず、子どもの頃からの教育が大きな力

になることはすでに実証済みであるが、なんと言っても災害か

ら自分自身で命を守る教育が必要と考える。防災教育の現状と

課題を伺う。  

（５）災害時の避難生活で切実な問題の一つがトイレである。避難

所生活では、エコノミークラス症候群など命にかかわる問題が

報道されている。水や食料と表裏一体で同じくらいトイレが必

要とされている。災害時のトイレとして、マンホールの整備を

希望するが見解を伺う。  

（６）平成 17 年度から平成 19 年度にかけて、各行政区で自主防災

組織が作られたが 10 年以上経過し、自主防災組織の強化や防災

士の確保が必要と考えるが見解を伺う。  

 

 

議 席 

２２  

 
 

 
 

阿

部

久

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－10－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１０ 
 

１ 都市計画の今後について 

 

 （１）都市計画税の今後の方針は。 

 

 （２）都市計画道路事業の進捗状況は。 

 

（３）都市計画道路事業の完了見通しは。 

 

（４）合併以降、国県の補助を除いた都市計画道路事業費と都市計

画税の負担割合は。 

 

 

 ２ 交流人口とメイドイン南魚沼の拡大を 

 

 （１）道の駅南魚沼「雪あかり」を建設する際の市側の話で、「道の

駅などの交流拠点を作ったらイベントをしなければ成功しな

い」という説明があった。それにもかかわらず一番繁盛する 11

月３日のしおざわ秋の収穫祭を止めるのはなぜか。 

 

 （２）川の駅設置の考えは。 

 

議 席 

２１  

牧

野

 

晶 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 



－11－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１１ 
 

１ ハザードマップと洪水時の避難に関する現状と課題について 

 

この度の西日本を中心とする大規模な水害が発生したことか   

ら、改めて被災想定区域を示し、避難に役立てるハザードマップ

に注目が集まっている。 

国土地理院は７月 10 日、地域の約３割が浸水した岡山県倉敷市

真備町地区を中心としたエリアの浸水推定段彩図を公表した。こ

れは、映像などの情報をもとに、どの場所が何メートル浸水した

のかを示したものだが、実際に浸水したエリアと、同地区のハザ

ードマップ（2016 年作成）における浸水予想エリアはほぼ一致し

ている。すべての地域で正確に予想できるのかは分からないが、

ハザードマップによる予想は実際の被害状況と近いことが分か

る。 

今回の水害では、残念ながら対策を施す前に豪雨となり被害を

被った地域もあったが、自分が住んでいるエリアのリスクがどの

くらい高いのかを知っておくことは重要なことである。ハザード

マップを確認しておくことは、災害対策の第一歩であると考える。 

そこで以下の 3 点について市長に伺う。 

 

（１）ハザードマップは、市民に周知しているのか。またハザード

マップの周知への取組はしているのか。 

（２）現在のハザードマップは、実際に利用者（市民）目線に立っ

たものになっているか。 

（３）想定最大規模の水害を踏まえた避難方法のガイドラインはあ

るのか。 

 

 ２ 結婚支援について 

 

今後、定住促進や移住促進あるいは市民の幸せを拡げていくた

めに、未婚の方に対して出会いの場の提供や結婚相談等支援体制

を構築していく考えはあるのか。また結婚された方へ新生活支援

は重要と考えるが市長の考えを伺う。 

 

 

議 席 

３  

目

黒

哲

也 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－12－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１２ 
１ 「想定外」の水害からどう市民を守るか 

   国土交通省は、「想定外」の豪雨災害が相次ぐ中、改正水防法で
「1000 年に 1 度」の確率の降雨による「想定される最大規模」の
浸水想定を河川管理者に義務付け、それを受け各自治体は新たな
洪水ハザードマップの策定を進めている。 

想定外が起こりうる時代の中で、1000 年に１度の豪雨に備えた

「水防」をどう進め、市民を守るか伺う。 

（１）実効性のある「洪水ハザードマップ」の策定を。 

①1000 年に１度の確率想定の新たな「洪水ハザードマップ」を

どう活用して住民への周知と危機（防災）意識を高めるか。 

②想定に対応する避難場所等の確保と避難誘導はどうするか。 

（２）新たに「防災マップ」を作成、配布して市民の自然災害への

備えと対応、市の防災対策を共有する必要はないか。 

 （３）継続する自主防災組織活動のための支援と取組を。 

①「要配慮者台帳」「避難行動要支援者名簿」は活用されている

か。 

②災害時の市民の迅速な行動と、自分の命は自分で守るという

意識向上に向け「災害・避難カード」の自主防災組織での策

定指導と策定支援をしてはどうか。 

③洪水ハザードマップ、防災マップ、災害・避難カードを活用

して、その地区の状況に合せた自主防災組織による防災訓練

の継続的な実施が必要でないか。 

 

２ 「若者」が帰ってこられる産業振興、雇用拡大の進捗と今後 

市の進める「若者が帰ってこられる産業振興、雇用拡大」の取

組は、大きな２つの流れがある。１つは林市政の「市内企業の活

性化、ＰＲで若者を地元就職に繋げる」。１つは井口前市長が「種」

を蒔いた若者雇用のための「新たな産業振興と雇用」の流れだ。

２つの流れが着実に進められて産業振興、雇用拡大につながると

考え、以下を問う。 

（１）林市政が目指す「若者が地元就職に興味を持つ仕組みづくり」

の進捗と今後は。 

（２）井口前市長が目指した、若者の求職と地元の求人のミスマッ

チ解消も含めた「メディカルタウン構想」「グローバルＩＴパー

ク」「サテライトオフィス」等、新たな産業振興、雇用創出に向

けた動きをどう進めていくか。 

議 席 

１４  

佐

藤

 

剛 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 



－13－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１３ 
 

１ 南魚沼市の教育について問う 

 

（１）学校で教育目標を掲げていることの目的はなにか。小学校と

中学校に分けて、教育目標を市内で統一するという考えはない

か。 

 

（２）学力検査・知能検査を行うことの目的は何か。検査の結果の

傾向について、市の教育委員会は、どのように自己評価してい

るか。 

 

（３）道徳教育が「教科化」されたが、その目的と評価および成果

はどんなものか。 

 

 （４）南魚沼市の教育に欠けているものがあるとすれば、それは何

か。 

 

 

２ 防犯カメラの設置について問う 

 

   市民は市の本庁舎にさえ防犯カメラが設置されていないことを

不思議に思っている。当然の事として設置するべきと思う。防犯

カメラの設置については、繰り返し提案されてきたにもかかわら

ず、なぜ設置しないのか。  

 

 

 ３ 職員の給与改定について問う 

 

   国の人事院は８月 10 日に、国家公務員の給与引き上げの改定勧

告を行った。月給と年２回の手当（ボーナス）がともに引き上げ

られるのは５年連続となった。南魚沼市では、これまで給与につ

いては、国に準拠するという考え方で、職員の給与改定を行って

きたが、今年度も国に準拠するという考え方に変わりはないか。 

議 席 

７  

勝

又

貞

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－14－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１４ 
 

１ 住宅リフォーム事業補助金継続について伺う 

 

現在のリフォーム補助金に代わるものがなかなか見つからな

い。この制度は市内の職人にとって最後の砦と考える。この事業

の継続を望むものである。市長の考えを伺う。 

 

 

２ シニア向け市内スキーリフト券を発行できないか伺う 

 

長年の要望である、シニア向けリフト券を発行できないか。今

まで多くの同僚議員も質問しているが、どんなバリアがあるのか

再度確認したい。 

 

議 席 

１２  

 
 

 
 

鈴

木

 

一 

（
一
問
一
答
方
式
） 
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質 問

順 位 
質  問  内  容  

１５ 
 

１ 子どもの無料学習支援事業の拡充を 

 

憲法第 26 条第２項には、義務教育は無償とすると明記されてい

る。しかし、実際は９年間の義務教育課程において、家庭の負担

は大きいものがある。義務教育の期間であっても経済的な格差に

よる機会の平等を阻害される子どもたちがおり、さらにゆとり教

育の影響で塾に通わなければ成績を維持できない状況が生まれて

いる。また、何らかの理由で不登校になっている子どもが少なか

らずいる。子どもの支援をするより、保護者の自覚を促すことや

家庭の環境を改善することが先だという議論があることは否めな

いが、南魚沼市としては、無料での学習支援を行うべきであると

考える。 

 

（１）子どもの学習支援事業の概要について 

（２）より多くの児童・生徒の参加を促すための取組について 

（３）人間形成と学力向上を区別した指導について 

（４）実施場所と送迎について 

 

 

２ 発達相談専門医院を活用したケアの支援を 

 

   先日開院した発達障害専門医院である「あやめ診療所」を視察

した。素晴らしい先生とスタッフが、丁寧に接してくれる診療所

である。不採算であろうこの専門科が当地に開業したことは、本

当に歓迎すべきことである。この診療所を活かしながら、発達障

害の適切なケアをすることにより、悩んでいる人たちの負担を軽

減していくことにつなげていきたいものである。  

 

 （１）発達障害専門医院が開院した経緯と期待することについて  

 （２）この診療所に対して可能な行政の支援について  

 （３）近隣自治体からの利用を促すことによる、有効なネットワー

クの構築について  

 （４）発達障害の児童・生徒に対する学習支援について  

 

議 席 

９  

桑

原

圭

美 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－16－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１６ 
 

魚沼地域定住自立圏共生ビジョンについて 

 

（１）魚沼基幹病院の新事業計画策定に合わせた地域医療等連携推

進事業の見直しをどう図っていくのかうかがう。 

 

（２）南魚沼市民会館大ホール利用率向上のために圏域内の文化施

設相互利用をどう活かすのかをうかがう。 

 

（３）グローバルＩＴパーク事業の平成 29 年度総括と課題を示し、

魚沼圏域での連携をどう図っていくのかをうかがう。 

 

議 席 

１５  

 
 

 
 

寺

口

友

彦 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 


